
Press Release 
2020 年 3 ⽉ 30 ⽇ 

株式会社 BH AUCTION 
 

稀少車オークション「TOKYO｜JUNE」開催に向け 

プレ・ネゴシエーション(事前商談)サービス開始 
手数料７％に引き下げ利益還元、4月1日から 

 
コレクタブルカー（稀少価値の⾼いクラシックカーやスーパーカー）のオークション運営・販売事業を

展開する株式会社 BH AUCTION（東京都千代⽥区永⽥町 2-11-1、代表取締役：武井真司）は 30 ⽇、⽇

本では唯⼀となるコレクタブルカーのオークション「TOKYO｜JUNE」の６⽉開催を前提に、同オークシ

ョンに出品予定の対象⾞（ロット）について事前に購⼊申し込みができる新しい商談の仕組みとして「プ

レ・ネゴシエーション・サービス」を 2020 年４⽉１⽇から実施することをお知らせいたします。 

「プレ・ネゴシエーション・サービス」は当社のオークション規約に基づき実施するものです。これま

でのオークションでは出品者・落札者のそれぞれから 10％の落札⼿数料をいただいておりました。今回の

新サービスは、従来のオークション実施の際に必要な会場費や輸送費などのコストを差し引くことが可能

になるため、落札⼿数料を７%へと引き下げます。これは事前商談ならではの⾼い利益をお客様に還元で

きるサービスとなります。 

「TOKYO｜JUNE」は全世界の稀少⾞コレクターを対象としたオークションです。当初の予定では、

本年３⽉ 27〜28 ⽇に「TOKYO｜MARCH」として開催を⾒込んでおりましたが、新型コロナウイルス

の感染拡⼤が懸念される中、公共のリスク低減とお客様の健康保護の観点から６⽉までの延期を決定い



たしました。なお、従来の「TOKYO | MARCH」に出品予定だったロットはすべて「TOKYO | JUNE」

へと繰越出品とするほか、さらに新たな出品ロットも順次追加していく予定です。 

 (株)BH AUCTION は「RM サザビーズ（RM Sotheby's）」「ボナムス（Bonhams）」などに代表される

世界的に権威のあるオークションハウスだけが掲載を許されるオークション年鑑「The Classic Car 

Auction Yearbook 2018-2019」（※後述）に 2019 年から、⽇本のコレクタブルカーのオークションハウ

ス企業として初めて売買実績が掲載されました。欧⽶のように希少価値の⾼いコレクタブルアイテムを

扱うオークション⽂化の定着が未成熟だった我が国から初めて世界基準のオークションハウスとして選

出されて年鑑に掲載されたことは、⽇本のオークション⽂化の歴史の中でも画期的な出来事といえるで

しょう。 

これは、(株)BH AUCTION が⽇本発信型の本格派オークションハウスとして 2017 年に事業を開始し

て以来、希少価値が⾮常に⾼い国内外のコレクタブルカーの落札を多数成⽴させ、⽇本国内のみならず海

外の有⼒コレクターにも良質な売買の機会を提供してきた実績があること。それに加えて、東京オートサ

ロンや鈴⿅サーキットといった世界的知名度を持つ⾃動⾞展⽰イベントやサーキットとのコラボレーシ

ョンによるオークションの企画・運営実績。さらに当社では、⾦融機関（株式会社 三井住友ファイナンシ

ャルグループ）との共同開発による、業界では他に類を⾒ない、オークション売買成約時の代⾦⽀払いに

際してその安全性をメガバンクが第三者機関として確保する「エスクローサービスシステム」を導⼊。こ

れにより出品者／⼊札者双⽅に対しての⾮常に安全かつ透明性の担保された落札・成約を積み重ねてきた

信頼が評価されたものと認識しております。 

(株)BH AUCTION は今後も、出品者／⼊札者双⽅が安⼼してコレクタブルカーの売買が⾏えるように、

４⽉１⽇より開始する「プレ・ネゴシエーション・サービス」をはじめ、新型コロナウイルスの影響が収

束へと向かうことが確認された場合、従来の「TOKYO | MARCH」を順延したオークション「TOKYO｜

JUNE」を開催する予定です。なお、新型コロナウイルスの感染収束の⾒通しが⽴つまでは、再度のオーク

ション開催延期が⽣じた場合も、継続して「プレ・ネゴシエーション・サービス」を実施して参ります。 

新型コロナウイルスの感染拡⼤の影響による世界的に困難な状況が続く中、(株)BH AUCTION では感

染の収束が確認され次第、コレクタブルカーという芸術・⽂化性に富み、さらにはその⾼額な売買成約実

績に裏付けされた経済の活性化にもつながる素材を⽣かして、⽇本国内はもとより、世界に向けても再び

豊かで強い⽇本の姿を強くアピールすることのできるオークションを軸とした、さまざまな形態の⽂化イ

ベントを積極的に開催していくことを計画中です。 

 

●「TOKYO｜JUNE」開催概要 
  ※新型コロナウイルスの拡⼤懸念が収まった場合の開催予定案です。 
⽇時：2020 年６⽉５⽇(⾦)、６⽇(⼟)  
 ※５⽇はプレビュー、６⽇はオークション 
場所：寺⽥倉庫（予定） 
   住所：東京都品川区東品川 2-6-10 

※Google Map：https://goo.gl/maps/1fn3suKp5oFD9KjQ9 



 
▼今回のプレ・ネゴシエーション・サービスを含むオークションでは、 
  以下の７台を含む世界的にも希少性を誇るコレクタブルカーが多数出品される予定です。 
年式 車両名    落札見込み価格 
2019  McLaren Senna   ¥100,000,000〜¥130,000,000 
1966  Aston Martin DB6 Mk.1  ¥35,000,000 〜 ¥ 45,000,000 
1955  Mercedes Benz 300SL Gullwing 未公表 
2000  Lamborghini Diablo GTR   未公表 
1970  Toyota 2000GT   ¥60,000,000 〜 ¥ 80,000,000 
1989  Porsche 911 Speedster  ¥22,000,000 〜 ¥ 26,000,000 
2000  Honda NSX Type-S zero  ¥30,000,000 〜 ¥ 35,000,000 
 
●「The Classic Car Auction Yearbook」について 
 イタリア・トリノに本拠を置くクラシックカーの国際的認定組織「FIVA」のパトリック・ロレット氏をはじめとするクラ
シックカーの世界における重鎮や、メインスポンサーであるクレディ・スイス（証券会社）、そして 76社もの広告主の支援
によって年１回出版される世界中の主要オークションの結果を集約したデータブック。1994 年に「Catalogo Bolaffi delle 
Automobilli da Collezione」として出版され、2006 年にHistorica Selecta が出版を引き継いだ。以後はすべて英語での表
記となり、本の名称も「The Classic Car Auction Yearbook」に変更された。 
これまでに 25 シーズンほどオークションを特集している。このイヤーブック恒例として、表紙にはそのシーズンで一番
の高値がついた車両を掲載。2017/18 年のイヤーブックには 11 カ国で開催された 105 ものオークションが特集さ れてお
り、308 ものメーカーによって製造された 5628 もの車が掲載されている。広告主はRM Sotheby’s や Bonhams などの世界
のトップ・オークションハウスに加え、フェラーリやベントレーなどの高級車メーカー、ブルガリやリシャールミルなどの
高級宝飾・時計メーカーなどが顔をそろえる。監修・発行人は米・ペブルビーチや伊・ヴィラデステといった国際的なクラ
シックカーコンクールの審査員を務め、イタリア・マセラティ社の経営権を長らく握ってきたイタリアの貴族の血を引くア
ドルフォ・オルシが務める。BH AUCTIONは 2019 年に編集・監修され発行された「The Classic Car Auction Yearbook 
2018-2019」に日本のオークション事業会社として初めて掲載された。 
 

 
（「The Classic Car Auction Yearbook 2018-2019」の表紙＝写真左＝と当社の掲載事例＝同右） 

 

●株式会社 BH AUCTION について 
株式会社 BH AUCTION は希少価値の高いコレクタブルカーを軸とした日本発信型の本格派オークションハウスとして
2017 年に活動を開始。これまで東京オートサロンや鈴鹿サーキット、国内最大のレースシリーズ「SUPER GT」を運営す
るGTアソシエーションといった世界的な知名度を持つイベントやサーキット、団体とのコラボレーションによるオークシ



ョンを企画・運営し、大きな成功を収めるとともに、様々な形態の独自オークションを企画・運営している。希少価値の高
い国内外のコレクタブルカー／バイク、レースカー、オートモビリア、パーツを中心に、“全体相場”ではなく、あくまでも
“個の価値”にスポットライトを当て、“個から個”へと価値を正しく、そしてより高いレベルで繋いでいくことをテーマに、
成熟した欧米のコレクタブルカー・マーケットに通用するオークション文化を日本でも確立させるための事業活動を、日々
精力的に展開。海外からの入札参加、落札成約もこれまで多く実現している。 
また当社のオークションに関しては、株式会社三井住友フィナンシャルグループとのパートナーシップにより、出品者と
落札者間の売買成約時の代金の支払いに際して、第三者機関として同社のエスクロー・サービスを利用することで、より安
全性・透明性の高い取引が実現されているのも大きな特長となる。 
 
社    名：株式会社 BH AUCTION 

創    業：2017 年 1 月 12 日 

所 在 地：〒100-6190  東京都千代田区永田町 2-11-1 山王パークタワーアネックス 2F 

電話番号：03-5511-2777 

代 表 者：武井 真司（代表取締役 CEO） 

資 本 金：8000 万円 

事業内容：オークション事業／車両輸入・販売事業／イベント企画・運営 

 
●株式会社 BH AUCTION 代表取締役：武井真司について 

 
希少価値の高いコレクタブルカーを対象とした世界基準のオークションハウス、株式会社 BH AUCTION のオーナー兼
代表取締役CEO。輸入・国産を問わずコレクタブルカーの販売事業に 20年以上携わり、自身でも 100台近くのコレクショ
ンを保有するなどして、これまで世界各国の有力なコレクターとの間に強力なコネクションを築いてきた。パガーニ（イタ
リア）、ケーニグセグ（スウェーデン）、リマック（クロアチア）といった世界の限られた富裕層をターゲットとする少数生
産のハイパーカー・メーカーの日本正規輸入元としても活動するほか、レーシングドライバーとしても活動。2017 年には
ポルシェ・カレラ・カップ・ジャパン（PCCJ）において史上初となるダブルタイトル（オーバーオールクラス、ジェントル
マンクラスでそれぞれチャンピオン）を獲得したほか、鈴鹿サーキットで毎年開催される国際格式の耐久レース「SUZUKA 
10H」では自らのチームを率いて参戦。同レースの大会スポンサーも務めるなど日本におけるモータースポーツ文化の地位
向上にも貢献している。 

 
以上 

 
[株式会社 BH AUCTION およびプレ・ネゴシエーションに関するお問い合わせ先] 
株式会社 BH AUCTION 
担当：髙⽥（カースペシャリスト） 
連絡先(オフィス)：03-5511-2777 
携帯電話：090-5572-3430 
メール：takada@bhauction.jp 



 
[このプレス・リリースおよびプレス関連のお問い合わせ先] 
エル・ステュディオインターナショナル（PR 会社） 

担当：代表 さかより のりこ 

メール：l_studio_international@yahoo.co.jp 

携 帯：090-8110-9564 

 
 
 


